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自己点検・評価報告書 

 

この自己点検・評価報告書は、専門学校麻生看護大学校の２０２２年度の自己点検・評価活動の

結果を記したものである。 

 

作成日 ２０２３年２月１日 

校   長       安藤 美 

 

自己点検・評価責任者 

校長代行      鈴木 葉子 
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Ⅰ 教育理念・教育目標（育成人材像） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育理念＞  

本校の教育は、生命・人間尊重に基づく敬愛を基本姿勢とする。高い倫理観のもとに豊かな感性を備え、叡

智と技を磨き、看護専門職者として自律し、生涯自己研鑽できる姿勢を育成することを基本理念とする。 

 

敬 愛：他者と自己を同様な存在として敬い尊重できる力 

豊かな感性：内外環境に関心をもつ力、気づく力、感じる力、表現できる力 

叡 智 と 技：物事を多様な価値から総合的に判断できる力 ／ 看護を探究・創造し、実践できる力 

 

＜教育目的＞  

豊かな感性を備え高い倫理観のもとに、生命の尊厳と人間の本質的価値を尊重し、看護専門職者としての基

礎的能力を習得し、看護の発展及び地域に寄与する人材を育成する。  

 

＜教育目標（育成人材像）＞  

1．人間の生命・尊厳・権利を理解し、倫理観に基づいた看護を実践できる人間性を養う。 

2．多様な場で暮らす生活者の状態を判断し、看護を実践するための基礎的能力を養う。 

3．看護の専門性を認識し、多職種と連携・協働するための基礎的能力を養う。 

4．看護の質の向上を目指して、常に自ら学び続ける生涯学習者としての基礎的能力を養う。 

  

【入学生受入れ方針（アドミッション・ポリシー）】  

本校は、 

次のような人たちを受け入れます。 

1．思いやりの心をもって、他者との関係構築ができる人 

2．規則を守り、誠実で責任ある行動がとれる人 

3．生活習慣・学習習慣の自己管理と、心身の健康管理ができる人 

4．生命の尊厳について尊重できる人 

5．看護師を目指したいという強い意志と学習意欲をもつ人 

 

【教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）】  

本校では、教育理念に基づき「敬愛」「豊かな感性」「叡智と技」を備えた看護専門職者の育成をめざし、さ

らにディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程を編成している。基礎科目、専門基礎科目、専門科目を

「人間性を高める力」「連携・協働・表現する力」「看護を実践する力」「倫理観を高める力」「看護探求・発展

をめざし継続学習できる力」の 5 つの群で編成し、学年進行とともに体系的かつ段階的に学修するカリキュ

ラム編成を行っている。 
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1．自身の人間性を高め、他者の価値観を理解し受容できる豊かな人間性と感性をはぐくむために必要な科目

を設置する。 

2．看護専門職者としての役割を認識し、チームの一員として多職種と連携・協働して対象者を支えることの

重要性を理解し、看護実践できるために必要な科目を設置する。 

3．多様な場で看護を実践できるための基本となる能力（知識・技・判断力）を培い、人々の健康を生活の営

みの中で支えるために必要な看護実践力を身につけるための科目を設置する。 

4．医療に携わる者として求められる高い倫理観を備えるために必要な科目を設置する。 

5．常に自身の看護観を問い続け、探求心をもって自己研鑽することの必要性を学び、生涯学習者としての姿

勢をはぐくむための科目を設置する。 

 

【課程修了の方針（ディプロマ・ポリシー）】  

 本校では、教育理念および教育目標（育成人材像）を踏まえ、次のような人材を社会に輩出いたします。 

1．様々な人の在り方とその価値観を理解し、生命の尊厳と権利を尊重できる人間性を身につけている。 

2．豊かな感性と深い洞察力を備え、誠実で倫理観に基づいた行動ができる。 

3．生活を営む人々の健康を守るために、習得した知識や技術を基に思慮深く考え、状況判断できる。 

4．看護職者の役割を果たすために他職種の機能と役割を理解し、相互に支え合い協働し成長し合う関係を築

く力を身につけている。 

5．探求心をもって主体的かつ継続的に学ぶ基本的態度を習得し、看護の発展に向けて取り組む姿勢を身につ

けている。 

6．自己を振り返り、看護観を問い続ける姿勢を身につけている。 
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Ⅱ 重点項目 

 

１．重点項目 

 

 

 

 

２．取組み状況 

 

 

 

 

 

 

 

３．総括（成果と課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業はシラバスに基づいて展開し、その内容・学習進度等、学校構成員（すべての教員、職員、学生）に周

知を図る。 

 

教育課程はカリキュラム・ポリシーに基づき、体系立てて編成・実施している。実施した教育については、

教育課程編成委員会での外部有識者からの意見も取り入れつつ、教務会議にて授業が計画した進度表、シラ

バス通りに進んでいるか、教育内容、方法、指導が適切であったかを評価・検証している。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響によって授業方法・授業形態を変更せざるを得なかった場合に

も、カリキュラムに基づき適切な内容で実施している。 

新教育課程より「GCB 教育（グローバルシティズン・ベーシック教育、麻生塾独自の教育プログラム）」

というオリジナルの科目を設置し、１年次より学生のキャリア形成に向けての取り組みを開始している。 

 

新教育課程の授業はシラバス通り実施されており、教育目標を達成するための知識・技術を習得すること

ができている。 

新型コロナウイルス感染症が収束しない中、教育課程、学校行事が従来のように実施できないため、進度

等の変更に柔軟に対応して授業を実施している。その結果、教育目標を達成し、職業観を身に付け、主体的

に行動できる学生を育成できているかどうか、明確に自己の目指すキャリアを描き、意思決定ができる学生

を育成できているかどうかを経年的にみていく必要がある。  

また、各教員間の授業進捗確認にも課題が生じており、学生の既習知識を活かした順序性のある教育内容

の 構築を行うための情報が共有されづらい状況にある。 
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Ⅲ 基準項目 自己点検・評価 

======================================================================================================== 

基準 １  教育理念、目的、育成人材像 

======================================================================================================== 

  中項目１－１   

法人の理念、学校の教育理念、学科の教育目的・育成人材像を定め、学校構成員に周知を図り、社会に公表し

ているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

１－１－１ 
定められた「法人の教育理念」を学校構成員（すべての教員、職員、学生）
及び関連業界に周知を図り、社会に公表しているか。 S 

１－１－２ 
「学校の教育理念」を定め、学校構成員（すべての教員、職員、学生）及び
関連業界に周知を図り、社会に公表しているか。 S 

１－１－３ 
各学科の教育目標（育成人材像）を定め、学校構成員（すべての教員、職員、
学生）及び関連業界に周知を図り、社会に公表しているか。 S 

 

法人の教育理念については、折に触れて常に意識できるような環境を整えていく。 

看護基礎教育における第５次カリキュラム改正（厚生労働省による第 5 次となる「保健師助産師看護師学

校養成所指定規則」（以下「指定規則」という。）等の一部を改正する省令に基づいた改正）を踏まえた教育目

的・目標、育成人材像について様々な機会を通して周知を図り、社会へ公表する。 

法人の理念、学校の教育理念を踏まえ、かつ看護師養成関連法規の改正を踏まえて掲げた学科の教育目的・

目標、ディプロマ・ポリシーを今後どのように周知していくかが課題である。 

法人の理念、学校の教育理念により、教育目的・目標、育成人材像としてディプロマ・ポリシーを設定し

ている。学生には入学事前説明会で説明し、学生要覧、学内専用ホームページに掲載することにより周知し

ている。教職員には入職時オリエンテーションを通して共通認識をもてるように努め、非常勤講師・添削指

導員・臨地実習指導者には、講師会議等で説明し、その周知に努めている。 

また、公式ホームページ、学校案内パンフレット等で社会への公表を続けている。 
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==================================================================================================== 

基準 ２  学校運営 

======================================================================================================== 

  中項目２－１   

学校の教育理念に沿った運営方針を定めているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－１－１ 
学校の教育理念に沿った運営方針を策定しているか。また、運営方針を教職

員に周知しているか。 
S 

 

 

  

年度開始時に学校の教育理念ならびに法人の運営方針に沿った組織の年度運営方針を定めている。方針に

沿った事業計画と合わせて年度当初に会議を設定し、全教職員へ周知する機会を設定している。 

 

年度開始時に全教職員へ周知しているが、定期的にまたは適切なタイミングで年度中に複数回にわたり改

めて全体周知を図っていく機会を設けることが課題である。 

 年間を通して教職員が組織の運営方針を意識し、その方針に沿った行動ができるようにしていくために、定

期的な教職員全体の会議の場において、運営方針等改めて周知する機会を設け、教職員への浸透具合や課題を

明確にしていく。 
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  中項目２－２   

事業計画を作成し、執行しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－２－１ 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有しているか。また、適正に執行され

ているか。 
S 

 

 

  

年度開始時には学校の年度の運営方針を定め、その方針に沿った事業計画を策定し、全教職員へ周知してい

る。さらに各課程で校務分掌を作成し、計画に沿って執行している。事業計画の執行状況は定期的に学校運営

管理者会議（以下「運営会議」という）で確認している。 

 

運営会議のみではなく、全教職員に周知できる会議の中で、それぞれの計画の執行状況を点検、共有して

いくことが課題である。 

 定期的に行われている教職員の会議の中で、事業計画が執行されているか確認し、進捗状況を共有してい

く。 
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  中項目２－３   

運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－３－１ 
法人の運営組織や意思決定機能は規程等において明確化されているか。また

有効に機能しているか。 
経営企画 G 

２－３－２ 
学校あるいは部門の運営組織や意思決定機能は明確化されているか。また有

効に機能しているか。 
S 

２－３－３ 運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的に開催されているか。 S 

２－３－４ 学校業務を支援する事務組織が設置され、十分に機能しているか。 S 

２－３－５ 事務職員の意欲や資質・能力の向上を図るための方策を講じているか。 S 

 

 

法人としての組織運営、意思決定機関については、適切に機能している。また、別途、組織の課題を迅速に

合議する常任理事会も毎月開催している。さらに、各校・各部の校長代行、部長以上が合議、情報共有を行う

部門長会議など各階層別での必要な会議体が設計され、開催されている。 

本校では、教育活動を行うために必要な学校組織図、校務分掌表を作成しており、その組織図、校務分掌に

基づき学校運営を行っている。意思決定機関として、運営会議、学科毎の教務会議を設置し、定例開催されお

り、問題なく機能している。 

本校には事務組織が設置され、事務職員が配置されている。今年度より、事務職員も積極的に部外の研修に

参加することを促しており、自己研鑽を積む機会となっている。 

 学校全体として事務組織体制を変更、業務範囲を明確にしていくとともに、各課程事務職員と専任の教員

の業務分担の見直しを図り、教員が主体となり円滑に学科運営を行っていくことが課題である。 

  

 教務会議へ事務職員も参加し、学科運営を円滑にしていくとともに、運営会議で学科運営の見直し状況を

確認していく。 

事務職員の自己研鑽の機会を今後も積極的に設けていく。 



                

2022 年度 自己点検・評価報告書                                                                                                                                    

専門学校麻生看護大学校 

 

10 

  中項目２－４   

人事・給与に関する制度を確立しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－４－１ 人事に関する制度を整備しているか。 S 

２－４－２ 給与に関する制度を整備しているか。 S 

２－４－３ 昇給・昇格制度を整備しているか。 S 

２－４－４ 教職員の募集・採用は適切に行われているか。 S 

 

  

雇用区分に対応した就業規則をはじめとした人事諸規程および労使協定書が整備されている。また、法人運

営方針や労働関連法改正に対応し各規程の更新を実施している。 

諸規程は全教職員が閲覧できるよう電子ファイルにて公開されており、変更の際は新旧対照表とともに教

職員へ周知されている。 

採用活動に関しては採用管理システムの活用と採用規程および業務プロセスの整備により情報の一元管理

や活動早期化、募集・選考の判断に対する適切な検証機能を有し、活動体制の強化が図られている。 

 

 

特になし 

 

 

引き続き変化する法人方針や多様化する働き方に対応できるよう人事制度の改善や制度再構築に伴う諸規

程整備を続けていく。 
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  中項目２－５   

情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－５－１ 情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか。 S 

 

  

学生情報や教職員の勤怠に至るまで情報システム化に取り組み、学校法人麻生塾独自の情報管理システム

である麻生塾システムで広報・入試・学籍・教務・就職など学校運営上必要な情報を一元管理している。 

教育活動、業務とも可能な限りのデジタル化を積極的に進めており、学生のレポート管理や報告・連絡等に

積極的に活用している。紙媒体の減少、事務作業の減少に繋がり、業務の効率化、生産性の向上を図ることが

できている。 

 デジタル化の推進による業務効率・生産性のさらなる向上と維持・強化していくことを課題とする。現在の

業務内容を見直すと同時に、生じている課題やリスクを明確にし、安定した運用ができるようなシステムを構

築していくことが課題である。 

今後も学校法人麻生塾業務推進グループと連携してデジタル化を推進していく。 

オンラインで実施している単位認定試験の取り扱い等デジタル化を進めるにあたって起こる問題に対応す

るため、、ルールの策定などを検討していく。 
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==================================================================================================== 

基準 ３  教育活動 

======================================================================================================== 

  中項目３－１   

教育理念、教育目標（育成人材像）に沿った教育課程を編成・実施しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－１－１ 
教育目標（育成人材像）に基づきディプロマ・ポリシーを明示し、また学校
構成員（教職員および学生等）に周知し、社会に公表されているか。また定
期的に検証を行っているか。 

S 

３－１－２ 
教育目標（育成人材像）に基づき教育課程の編成・実施方針（カリキュラム
ポリシー）を明示し、また学校構成員（教職員および学生等）に周知し、社
会に公表されているか。また定期的に検証を行っているか。 

S 

 

学校の教育理念、教育目的及び目標、育成人材像に基づくディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

を策定し教育課程を編成、実施している。両ポリシーはホームページ上に明示し、社会に公表している。 

新しく編成した教育課程を計画通りに実施していくこと、ディプロマ・ポリシーに掲げた人物像に近づける

教育が実施できているか検証していくことが今後の課題である。 

引き続き、現教育課程と新教育課程の二つを同時に遺漏なく実施する体制を敷き、新教育課程については、

カリキュラム評価を丁寧に実施していくことで、教育目標（育成人材像）及びディプロマ・ポリシーと齟齬が

ないか検証していく。 
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  中項目３－２   

教育課程の編成・実施方針に基づき、教育課程・教育内容は適切に行なっているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－２－１ 
教育課程の編成・実施方針に基づき、授業科目を適切に開設し、教育課程を
体系的に編成しているか。 

S 

３－２－２ 
業界のニーズを踏まえ、実践的な職業教育の視点に立った教育内容（学科の
修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保等）が提供されている
か。 

S 

３－２－３ 
専攻分野に関する企業・関係施設等や業界団体と連携して教育課程の編成を
行っているか。 

S 

３－２－４ 授業科目の目標を達成するための授業内容や授業方法になっているか。 S 

３－２－５ 
授業はシラバスに基づいて授業が展開されているか。また学校構成員（すべ
ての教員、職員、学生）に周知を図っているか。 

A 

３－２－６ 
専攻分野における実践的な職業教育（インターンシップ、企業等と連携した

実習・演習等）を教育課程に体系的に位置づけ、実施しているか。 
S 

３－２－７ 
キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる
能力や態度を育成しキャリア発達を促しているか。 

S 

教育課程はカリキュラム・ポリシーに基づき、体系立てて編成・実施している。実施した授業は、教育課程

編成委員会での外部有識者からの意見も取り入れつつ、進度表、シラバス通りに進んでいるか、教育内容、方

法、指導が適切であったかを教務会議で評価・検証している。新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響に

よって授業方法・授業形態を変更せざるを得なかった場合にも、カリキュラムに基づき適切な内容で実施し

ている。 

新教育課程より「GCB 教育（グローバルシティズン・ベーシック教育、麻生塾独自の教育プログラム）」

というオリジナルの科目を設置し、１年次より学生のキャリア形成に向けての取り組みを開始している。 

新型コロナウイルス感染症が収束しない中、教育課程、学校行事が従来のように実施できないため、教育

目標を達成し、職業観を身に付け、主体的に行動できる学生を育成できているかどうか、明確に自己の目指

すキャリアを描き、意思決定ができる学生を育成できているかどうかを経年的にみていく必要がある。  

また、各科目間の授業進捗にもズレが生じており、学生の既習知識を活かした順序性のある教育内容の構

築を行うための情報が共有されづらい状況にある。 

 

 

 従来の対面での教育方法に加え、遠隔での効果的教授方法や主体的に学習に取り組む姿勢を身に付けるた

めの仕組み、キャリア教育の在り方を模索、検討していく。 

 2020 年度より実施している遠隔での授業の評価、新シラバスでの授業の評価・検証を行い、より効果の

ある授業内容・授業方法を検討していく。また、教務会議で各教員が担当している科目シラバスの公開と授

業報告書の作成を義務付け、全体周知を図る。 
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  中項目３－３   

教育の評価を適切に行っているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－３－１ 授業評価の実施・評価体制はあるか。 A 

３－３－２ 
授業科目の目標に照らし、授業内容・授業方法の改善を図るための取り組み
を行っているか。 

S 

 

  

教育の評価は、定期的に開催しているカリキュラム会議にて教育課程全般、教務会議等にてシラバスの評

価を行っている。 

麻生専門学校グループ共通の学生による授業アンケートに加えて、各科目の終講時に学校独自の授業アン

ケートを、クラス担任の教員についてはクラス運営等に関するアンケートを実施している。それらの結果を

もとに上長によるフィードバック面談を実施し授業の改善につなげている。 

授業の評価方法も ICT を活用する等、新たな評価方法を構築していくことが必要である。また、新教育課

程の授業評価を適切に行うことが課題である。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で予定変更となった際のスムーズな授業計画の見直し、授業方

法の改善、実施、評価体制の構築に取り組んでいく。 

各教員が授業評価を行う際に必要となる内容を基に、学生を対象に各科目の終講時に学校独自の授業アン

ケートを実施しており、その結果を分析し授業内容や授業方法の改善に活かしていく。また、各教員が行った

授業評価の内容は、カリキュラム会議で全体共有していく。 
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  中項目３－４   

成績評価と単位認定を適切に行っているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－４－１ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか。 S 

３－４－２ 
各規程に基づいて適切に成績評価・単位認定、進級・卒業判定を行っている
か。 

S 

 

  

各科目の成績評価の方法は「科目履修の認定・課程修了（卒業）に関する規程」にて明確にしている。その

基準は各科目のシラバス（科目の学習内容）に記載し、学生に明示している。 

科目の成績評価、単位認定は、毎年度末の単位認定会議、卒業判定会議にて、規程に従い厳格に実施してい

る。 

多様な授業形態に対応できる授業管理システムの構築を急務とする。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、時間割の変更、オンライン授業への変更が発生し、科目

毎の総授業時間の管理を徹底するための管理、確認方法を確立していくことが課題である。 
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  中項目３－５   

教育活動を確実に実践するために、教育体制の整備を適切に図っているか。また教職員の能力開発のための資

質向上の取り組みを行っているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－５－１ 
法令に則り、学校の教育理念・教育目標の達成に必要な教員を確保している
か。 

S 

３－５－２ 教員の組織体制を整備しているか。 S 

３－５－３ 
教員の専門性や指導力等の維持、資質・能力向上のための方策を組織的、多
面的に実施しているか。 

S 

３－５－４ 
教員に対して、専攻分野および指導力に関する研修等を企業等と連携して行

っているか。 
S 

指定規則、その他学校運営に係る法令、看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインに則り、各分野・

専門 領域の専任教員、非常勤講師、添削指導員を配して学校運営を行い、適切に教育活動を行っている。 

今年度も臨床現場から離れた教員の臨床研修も新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施を見合わせ

た。教員の専門性を高めるために学会や研修には積極的に参加し、研修報告会を定期的に開催、学内教員間

で共有する場を設定している。 

教員の教育経験に準じた本校独自のコンピテンシー（職務や役割において優秀な成果を発揮する行動特

性）に則ったラダー（看護師の能力を段階的に評価し、成長を促すためのシステム）を作成し、各教員と共

通理解を図る機会を設けた。 

通常の教育活動に加え、新型コロナウイルス感染対策、対応に多くの時間を割かれ、専任教員の個々の能

力開発に充てる十分な時間が確保できなかった。 

専任教員の個々の能力開発に時間を確保していくために、業務の効率化を図っていくことが課題である。ま

た、研修参加によって得られた内容を教員間で共有する取り組みを今後も継続し、各教員の研鑽の機会を維持

していく必要がある。 

教員の教育経験に準じたラダーを実際に活用しはじめているが、今後は、教員個々のキャリア構築を図り、

安定した組織体制を整えていくことが課題である。 

教員の能力向上については、教員の教育経験に準じたコンピテンシーに則ったラダーを提示し、教員個々が

自身のキャリア構築に向けて取り組んでいく支援を行う。教員自身がキャリア構築できるよう定期的に面談

を行っていく。教員学習会での研修報告会に加え、各学科で相互に授業見学等を行い、指導力の向上につなげ

ていく。 
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======================================================================================================== 

基準 ４  学修成果 

======================================================================================================== 

  中項目４－１   

学科ごとに学生の学修成果を中心とした目的・目標を設定して教育活動を行い、多様な視点から成果の達成状

況を把握し、改善に活用しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

４－１－１ 
就職率・就職者の割合の向上の取組みを行っているか。また結果を分析し、
就職指導・支援の改善を図っているか。 

S 

４－１－２ 
資格取得率、公務員合格率およびコンテスト・コンペ入選数の向上の取組み
を行っているか。また結果を分析し、教育活動および学生支援の改善を図っ
ているか。 

S 

４－１－３ 
資格取得等に関する指導体制およびカリキュラムの中での体系的な位置づけ
はあるか。 

S 

４－１－４ 
退学率の低減が図られているか。また結果を分析し、退学率を低減させる取
組みを行っているか。 

S 

 

  

学修成果として国家試験合格を目標に掲げ、学科の試験、模試の結果を分析している。強化が必要な学生へ

分野・ 科目ごとに補講等の対策を講じる体制を整えている。看護科は 2021 年度も 100％、通信課程は全国

平均を上回る結果を残すことができ、今年度も順調に国家試験に向かい取り組んでいる。  

また、退学率の低減に向けての取り組みを改善している。 

退学率を低減させるためにも、多様な背景を持つ学生に対し、早期に看護専門職者を目指す意識を持たせ、

主体的に学習を行うことができるよう支援していく。また、学生が、卒業後のキャリア形成や卒業生の現状

を認識することでモチベーションを維持できるよう、実習先・就職先との連携を強化していく。 

成績低迷による退学を防止するため、早期に個別の学習支援を強化していく。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大による学習環境の変化により、国家試験合格に向けた学生への学習支

援が十分に行えているかを検証し、より効果的な支援を行うことが課題である。 



                

2022 年度 自己点検・評価報告書                                                                                                                                    

専門学校麻生看護大学校 

 

18 

 

  中項目４－２   

卒業生の社会的な活躍および評価を把握しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

４－２－１ 
卒業後の専攻分野におけるキャリア形成への効果を把握しているか。また、
それを踏まえ教育活動等の改善を図っているか。 

S  

４－２－２ 卒業生の卒業後の動向や就業状況を調査・把握しているか。 S 

 

 

 

 

 

  

看護科においては、隣接する病院への就職者がほとんどであり、病棟師長、教育担当管理師長との連携のも

と、卒業生の動向を把握し、教育活動の改善を図っている。（卒業前研修など） 

通信課程においては、卒業生アンケートを実施し、卒業後の就業状況等の把握に努めている。 

卒業生の動向は把握しているが、今後企業アンケートの実施等の必要性を検討していく。 

卒業生のキャリア構築の現状把握を学校が率先して行う機会がない。 
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======================================================================================================== 

基準 ５  学生支援 

======================================================================================================== 

  中項目５－１   

学生に対する修学支援、生活支援、進路支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した

学生生活を送ることができるように図っているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

５－１－１ 学生への修学支援を適切に行っているか。 S 

５－１－２ 学生の就職・進路支援を適切に行っているか。 S 

５－１－３ 学生相談に関する体制を整備しているか。 S 

５－１－４ 学生の経済的側面に対する支援制度を整備し、適切に運営しているか。 S 

５－１－５ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか。 S 

５－１－６ 学生の生活環境への支援を行っているか。 S 

５－１－７ 保護者等との連携を適切に行っているか。 S 

５－１－８ 卒業生への支援体制を整備しているか。 S 

５－１－９ 社会人学生への支援体制を整備しているか。 S 

５－１－１０ 学生の課外活動に対する支援を適切に行っているか。 S 

今年度も新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で修学支援、進路支援、学生相談などは、対面による支

援を十分に行うことができなかった。 

就職に向けた 1 年次からの進路支援・指導のフローが完成し、フローに沿って進路支援を行っている。 

引き続き学生一人一人の状況に合わせた支援を行い、特に進路支援に関しては主な就職先となっている関

連病院との連携を強化していくことが課題である。 

入学時より各学年に適した進路支援・指導を計画的に実施し、評価していく必要がある。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響が続くことが予測されるため、特に修学継続のための健康管理、

保護者等への情報発信、就職先から卒業生の情報収集を強化していく。 

各学年に適した進路支援・指導を見直し、各学年担当教員間での連携を強化し、継続的かつ計画的に実施し

評価していく。 
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======================================================================================================== 

基準 ６  教育環境 

======================================================================================================== 

  中項目６－１   

教育運営に支障を生じさせないように教育設備を整備しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

６－１－１ 
教育上の必要性に対応した施設・設備を整備し、維持・管理、安全・衛生を
確保しているか。 

S 

６－１－２ 教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか。 S 

６－１－３ 図書室・図書コーナーがあり、図書館サービスは十分に機能しているか。 A 

 

  

関連法規に則って、看護師養成に必須とされている学内実習、演習用の教材等の設備備品、図書等について

は、年 2 回の点検により維持管理を行い、教育活動に支障を生じさせないようにしている。 

今年度は、さらなる実習室内物品の補充・追加、無線 LAN 中継器の増設を行い、ネットワーク環境を改善

し、実習室の拡張を行うなど、学習環境の整備に努めた。 

授業運営に支障がないように経年劣化した設備の更新を行うとともに、快適な学習環境とするために備品

の見直し、図書室の整備などを実施することが課題である。 

学習環境を整えるための設備を更新し、学内実習、演習用の教材の整備などにより、学内環境を充実させ

る。また、学生が利用しやすい図書室となるよう図書室、蔵書の整備を段階的に実施する。 
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  中項目６－２   

教育環境を適切に維持しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

６－２－１ 
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制
を整備しているか。 

S 

６－２－２ 学校における安全管理体制の整備を行っているか。 S 

 

  

教育課程に沿った臨地実習を行うため、実習の目的、目標、実習評価等について臨地実習要綱にまとめ、学

生に提示している。実習施設及び実習指導者へは実習前に、要綱に基づく時期、期間の協議、指導方法の説明

等を行っている。今年度も新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、感染状況に応じて臨地実習を臨

地から学内実習へ切り替え、学習を継続できる体制を整えた。 

学校における安全管理については、防犯設備を整備した。防火・防犯設備は年 2 回の定期点検を行い、防

火管理者が確認を行っている。また、火災予防のための組織編成、自衛消防隊の編成を行っている。 

従来の安全対策に加え、引き続き新型コロナウイルス感染症感染拡大防止策を講じた上での充実した教育

環境を提供していくことが課題である。 

 

臨地実習に関しては、新型コロナウイルス感染症感染拡大状況を考慮し、実習施設と協議しながら安全か

つ教育の質を維持するための環境を整備していく。新教育課程での新規実習科目の運営体制の確立と、学内

実習となった場合に備えての授業案構築を行い、教育の質の担保を図る。また、教科外活動においても同様

に、安全を最優先に活動内容を再構築していく。 

安全管理に関しても引き続き感染防止策を最優先して実施していく。防災訓練については、新型コロナウ

イルス感染症感染状況に応じ、学生・教職員が参加しての訓練を実施する。 
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======================================================================================================== 

基準 ７  学生募集 

======================================================================================================== 

  中項目７－１   

学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

７－１－１ 
入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策定し、学校構成員（教
職員および学生等）に周知し、社会に公表しているか。 

S 

７－１－２ 募集活動において、教育成果を含めた学校情報は正確に伝えているか。 S 

７－１－３ 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集を行っているか。 S 

７－１－４ 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に入学者選抜を行っているか。 S 

７－１－５ 校納金（学生納付金）等は妥当なものとなっているか。 S 

 

アドミッション・ポリシーを策定し、公式ホームページや学校案内パンフレット、募集要項に記して広く周

知している。 

募集活動に際しては、オープンキャンパスや九州各地での説明会にて本校の教育内容、教育の成果等をよ

り正確に提供している。 

入学者選抜においては、基礎学力、学習継続能力、コミュニケーション能力や学習意欲を評価する基準を設

け公正な選抜をおこなっている。 

今年度も状況に応じてオンラインでのオープンキャンパスや説明会、SNS を活用した個別相談会を実施し、

本校の情報を適切に提供できるよう努めた。 

コロナ禍において、本校の教育内容、教育の成果をいかに正確に情報提供できるかが課題である。 

 

 

対象の方々の安全を第一に考え、新型コロナウイルス感染症感染拡大状況に応じて、対面、非対面での募集

活動を展開していく。 

 来校しての学校見学等ができない方々のために、公式ホームページ等にて学校情報が視覚的に伝わるコン

テンツを充実させていく。 

より多くの方に安心してオープンキャンパス、学校説明会等に参加していただき、本校の魅力を伝えていく

ための方策を検討していく 
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======================================================================================================== 

基準 ８  財務 

======================================================================================================== 

  中項目８－１   

教育活動を安定的かつ継続的に進めるため、財務基盤が安定し、適正な財務管理、監査の実施及び情報の公開

を行っているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

８－１－１ 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財政的基盤を確立してい
るか。 

S 

８－１－２ 
予算計画は有効かつ妥当なものとなっているか。また事業・予算計画に基づ
き適正に執行管理されているか。 

S 

８－１－３ 
私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監査を実施し、理事会、評議員会に
報告しているか。 

S 

８－１－４ 財務情報公開の体制を整備し、適切に公開しているか。 S 

財務基盤は安定しており、学生に必要かつ快適な教育環境を提供できる財務体質を備えている。 

予算計画を策定し、月次における予算決算管理を実施するとともに、必要に応じて前年度対比分析を行っ

ている。重要な差異が生じた場合には、原因の特定や問題点の把握を行い、適切に対応している。 

また、私立学校法及び寄付行為に基づき、監事による監査が適切に行われており、監査報告書を受領してい

る。なお、財務情報公開の体制を整備し、ホームページにて、貸借対照表・収支計算書・財産目録・監査報告

書を適切に公開している。 

特になし。 

今後も予算決算管理及び昨年度対比による分析等の取り組みを継続的に行っていく。 

その取り組みにより重要な差異や変動を把握し、対応策の検討、その実施を積み重ね、外部環境の変化等に

耐え得る安定した財務基盤の維持を図っていく。 
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======================================================================================================== 

基準 ９  法令遵守 

======================================================================================================== 

  中項目９－１   

法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正に学校運営を行なっているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

９－１－１ 専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか。 S 

９－１－２ 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規程を整備し適切に運用している
か。 

S 

 

  

「保健師助産師看護師学校養成所指定規則」、「看護師養成所の運営に関する指導ガイドライン」、「専修学

校設置基準」「福岡県私立専修学校設置認可取り扱い基準」等を遵守して適正に学校運営を行っている。 

その他、個人情報保護、ハラスメント防止、リスクマネジメントに関する規程、各種マニュアルを整備し、

適切に運用している。 

第５次カリキュラム改正による新しい教育課程の実施に当たり、指定規則に則った運用管理を確実に行っ

ていくことが課題である。 

新教育課程で定めた内容に沿って科目の適正実施のための管理・記録を引き続き行い、本校独自の教育課程

の確立、及び引き続き法令等を遵守した運営を行っていく。 
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======================================================================================================== 

基準１０ 内部質保証 

======================================================================================================== 

 中項目１０－１   

教育の質を保証する仕組みを構築し、教育内容等について自己評価を行い、課題解決に取り組んでいるか。ま

た、教育情報を積極的に公開しているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

１０－１－１ 
学校教育、学校運営について、自己点検・評価を実施し、さらに課題解決に
取り組んでいるか。 

S 

１０－１－２ 
学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関係者評価を実施し、改善の取組
みを行っているか。 

S 

１０－１－３ 
自己点検・評価及び学校関係者評価の結果を公表することで社会に対する説
明責任を果たしているか。 

S 

 

 

教育の質保証のために、自己点検・評価、学校関係者評価を行い、その結果をホームページ上で社会に公

表している。今年度も全教職員で自己点検・評価を行い、教育の質の向上のための改善項目の点検、共有を

行った。また、業務改善共有会議を毎月定期開催し、教育、運営全般について課題の抽出、改善項目の協議、

共有を全教職員で行った。 

職業実践専門課程の認定要件により、学校関係者評価委員会を開催し、自己点検・評価結果をもとに、教

育活動及び学校運営に関する検証を行っている。指摘事項については随時改善に取り組んでいる。評価結果

は、自己点検・評価報告書とともに、ホームページにて公表している。 

業務改善共有会議より見出された課題から行っていった改善活動を振り返り、よりよい取り組みの成果とし

てこの会議をさらに発展、活性化させていくことが課題である。 

改善結果の検証、業務改善共有会議の有効性、実施方法の検証と改善を行って行く。 
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======================================================================================================== 

基準１１ 社会貢献・地域貢献 

======================================================================================================== 

  中項目１１－１   

公共的な機関として、資源を活用して社会的な活動や地域貢献活動を行っているか。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

１１－１－１ 学校の教育資源や施設を活用し、社会貢献・地域貢献を行っているか。 S 

１１－１－２ 学生のボランティア活動を奨励、具体的な活動支援をしているか。 S 

 

  

社会貢献・地域貢献活動として、行政機関、看護協会等からの依頼による看護教員教育や准看護師研修会へ

の講師の派遣、高等学校等で行われる職業教育に関する講師の派遣を行っている。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、学生の地域貢献としてのボランティア活動等に関して

は満足のいく活動ができない状況が続いている。 

現在の社会情勢の中でも本校が取り組める社会貢献・地域貢献活動の在り方を検討、新たな取り組みを実

施する体制を整えていくことが課題である。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大状況を注視しながら、全教職員、学生による社会貢献・地域貢献活動を

模索していく。 

 看護専門職者として期待される役割、社会や地域に何が必要とされているのか考え、地域貢献活動を行って

いくことで、地域との連携を強化していく。 
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======================================================================================================== 

基準１２ 国際交流 

======================================================================================================== 

  中項目１２－１   

留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適切に対応し、管理体制を整備している

か。 

 

【総括】 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

【今後の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

１２－１－１ 留学生の受入れ、在籍管理等において適正な手続きを行っているか。※ 評価除外 

１２－１－２ 留学生の学修・生活指導等に対する適切な体制を整備しているか。※ 評価除外 

１２－１－３ 海外留学プログラムに対する支援を適切に行っているか。 S 

※留学生は受け入れていない。 

本校はアメリカコロラド州デンバーにある Spring International Language Center（語学学校）への 1 年 

間の語学を中心とした留学を平成 8 年より継続している。留学生は定期的に学校と連絡を取り、留学先では

在住日本人の方へ相談できるなどのバックアップ体制を敷いている。SILC では本校独自のプログラムとし

て、医療・看護、社会制度の学習、医療・福祉現場の見学も含む学習が一定条件により可能である。 

2020 年度より新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、海外への長期留学、法人主催の短期語学留学を見

合わせている。 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の収束が見通せず、留学制度の再開も見通せない状況である。現況の限定された

状況下での異文化理解、国際交流の場を日本国内、地域社会の中で見出していくことが課題である。 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の収束までは、オンライン、国内での交流の場を積極的に活用していく。 


